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研究成果の概要（和文）：本研究は、チベット人シャン・タンサクパ著『中観明句論註釈』の写
本解読により、インドからチベットへ、チャンドラキールティの帰謬論証を用いる中観思想が
インドの仏教論理学と融合しながら伝承された 11~12 世紀の時代思潮を明らかにした。すなわ
ちチャンドラキールティ自身が先行するディグナーガの論理学を取り入れており、中観派によ
って他者に真実を知らしめるための命題と論理の使用は是認される。この新しい知見により、
本研究は中観仏教思想史を見直し、論理学との融合過程に焦点をあてて再構築した。 
 
研究成果の概要（英文）：The present study has clarified by deciphering the manuscript of 
Zhang Thang sag pa's dBu ma tshig gsal gyi ti ka the Buddhist philosophical thought in the 
11th-12th centuries, during which Candrakīrti's Madhyamaka view and his logical method 
of drawing a consequence were introduced from India into Tibet together with Buddhist 
logical system. It has become clear that Candrakīrti himself accepts in some parts 
Dignāga's logical method and that the Mādhyamika is allowed to set forth a thesis and 
reasoning for the sake of making others realize truth. From this new perspective, the 
present study has reconsidered and reconstructed the history of the Madhyamaka thought 
focusing on the process of integrating logic. 
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１．研究開始当初の背景 
 
仏教思想の核である中観思想と論理学がイ
ンドからチベットへ伝承された 11～12 世紀
におけるインドとチベットとの交流、チベッ
ト人による思想の受容については、これまで
一次資料の不足のために、後代の記述を頼り
に推測されるのみであった。帰謬論証派と自
立論証派という中観派の大きな二つの学派
分類もこの時期になされたと考えられてき
たが、確認はなされなかった。しかし、こう
した学問状況は 2000 年初頭大きく変わる。
当該時代の一次資料の写本が次々と発見さ
れるようになったのである。研究代表者は、
それらの写本のひとつであるシャン・タンサ
クパ著『中観明句論註釈』の研究を、科学研
究費補助金基盤研究（C)を得て 2004 年より
開始した。これはインドの中観学匠チャンド
ラキールティ（7 世紀）の『明句論』に対す
るインド・チベットを通じて現存する最大の
完全な註釈書で、99 葉におよぶ。シャンはチ
ャンドラキールティの主著をチベット語に
翻訳したパツァプ翻訳師の直弟子とされ、本
写本は中観思想の伝承と受容の状況を伝え
てくれるきわめて重要な資料である。 
研究代表者は、この『中観明句論註釈』の
著者がシャンであるという同定、シャンの中
観思想の基本的立場が後代「離辺中観説」と
よばれるものと一致すること、それを証明す
るための写本18章の校訂テキストを2006年
に発表した。同年に、シャンと同時代の「カ
ダム派」と総称されるチベット人学僧たちの
大部の著作が、写本の影印版で四川民族出版
社（成都）から出版された。これらは主にラ
サのデプン寺で発見されたもので、2009 年
までに 90 巻が出版されている。これまで知
ることのできなかったチベット仏教教学の
後伝期と形成期を歴史と思想両面で研究す
ることが可能となったのである。 
これによって研究代表者の研究も、インド
からチベットへの中観思想の伝承と発展と
いう歴史的縦軸のみならず、シャンと同時代
の思潮を比較検討するという歴史的水平軸
をも得た。研究代表者の中心テーマである中
観の空思想と論理学の融合の解明について、
多くの一次資料を用いての考察が可能にな
ったのである。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、シャン・タンサクパ著『中観明句
論註釈』第 1 章（40 葉）の写本解読を進めな
がら、インドからチベットで展開した中観思
想史を、とくに論理学との融合というテーマ
に焦点を当てて再構築することを目的とす
る。具体的には以下 5 点の考察課題を明らか
にする。 
(1）インドの中観派は、論証方法の違いによ
ってチャンドラキールティを祖とする帰
謬論証派とバーヴィヴェーカ(6 世紀)を祖
とする自立論証派とに分類されるが、その
成立時期の検証。 
(2）11～12 世紀のチベットにおける中観思想
と論理学の導入状況。 
(3）『明句論』第 1 章におけるチャンドラキー
ルティによる論理学批判の分析。 
(4）シャン・タンサクパによる(3)の解釈。 
(5) 中観派が受容したインド仏教論理学の
哲学的枠組みの解明。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、『中観明句論註釈』第 1 章の写
本校訂テキストを作成し、その内容を『明句
論』と比較検討しながら、上記 5 点の課題の
考察を行なう。さらにシャンの師であるパツ
ァプ、同時代のチベット人論理学者チャパ・
チューキセンゲなどの著作をも比較検討し、
シャンの思想の特徴を明らかにする。具体的
方法は以下のとおりである。 
(1)『明句論』第 1 章でチャンドラキールティ
はバーヴィヴェーカを批判し、中観派は主
張命題を立てず、自立論証を用いず、帰謬
論証によって他者を論駁するのみにとど
まるべきである、と説いた。その議論とパ
ツァプやシャンの解釈を比較検討し、中観
派の歴史的発展とあわせて両学派の分類
に至った経緯を検討する。 
(2)シャンの用いる論理学的手法に注目し、彼
が受けた教育や知識の背景を考察する。 
(3)『明句論』第 1 章の議論とチャンドラキー
ルティが批判するディグナーガ(6 世紀)の
論理学を比較検討する。 
(4)チャンドラキールティの論理学批判と帰
謬論証のシャンによる解釈を分析する。 
(5)『解深密経』などに説かれる初期論理学の
基本構造を解明し、その後の経量部による
論理学の発展を、無常の証明理論と哲学理
論を軸に考察する。 
 
 
４．研究成果 
 
シャン・タンサクパ著『中観明句論註釈』第
1～2章の写本校訂の基礎作業を終了し、2011
年度より順次テキストを出版する準備を進
めている。1 章前半の内容読解も終了した。
この『中観明句論註釈』は学界未見の写本で
あるため、そこから得られた新たな知見は多
い。インドからチベットへチャンドラキール
ティ系の中観思想が伝承したときの歴史背
景と思潮をうかがい知ることもできる。また、
『明句論』そのものの理解を見直す視点をも
提供してくれる。シャンの中観思想について
は、とくに論理学をどのように受容している
のか、興味深い議論が多く見られた。研究代
表者は、これらの成果を研究論文、学会発表
の形で順次発表した。以下、5 つの研究課題
に即した研究成果の要約を示す。 
 
(1）中観派を、論証方法の違いによって帰謬
論証派と自立論証派とに分類する成立時
期の検証。 
この分類は 11～12 世紀にチベットで成立し
たと考えられてきたが、当時インドからチベ
ットへ来たカシミールの学僧ジャヤーナン
ダとチャンドラキールティの主著の翻訳者
パツァプによって、二派の区分をなす呼称が
用いられていることが近年確認された。しか
し、当時その分類がすでに定着していたとは
言えない。シャンは、自立論証を用いる者を
｢中観派」とは認めず、中観派の分類にはま
ったく言及していない。この時期には解釈が
いまだ分かれており、二派の分類が定着する
のはもう少し後代であると理解するべきで
ある。この知見は、本研究課題の前提となる
ものである。 
 
(2）11～12 世紀のチベットにおける中観思想
と論理学の導入状況。 
①それまでチベットでは、シャーンタラクシ
タ、カマラシーラによって 8 世紀に伝えられ
た自立論証系の中観思想が中心であったが、
この時代に新たに帰謬論証系のチャンドラ
キールティの思想がパツァプ、シャンらによ
って導入された。この新しい思想については
批判もなされたが、徐々に信奉者を獲得し、
15 世紀には高い評価を得るようになる。その
基盤がこの時代に作られたことが明らかと
なった。また、同時期にディグナーガ、ダル
マキールティ(7 世紀)のインド仏教論理学に
関する著作が翻訳され、論理学を重視するチ
ベット仏教教学の形成に寄与した。中観思想
と論理学の融合については、シャンの『中観
明句論註釈』の解読により、次のことが推測
される。すなわち、当時のインドとチベット
の仏教僧院では論理学の基礎教育が浸透し
ており、議論の進め方はその規則にのっとっ
て行なわれていた。中観派が用いる帰謬論証
も、ダルマキールティ論理学の規則によって
解釈し直されている。さらにシャンは、帰謬
論証の規則は仏教論理学派ではなく、ブッダ
パーリタ(5 世紀)、チャンドラキールティら
の中観派が創始したものであることを強調
する。これは歴史的事実とは異なるが、当時
のチベットで新しく導入されたチャンドラ
キールティの思想の価値を高めるための方
策であろうと考えられる。これらの問題は、
下 記 論 文 6) "Zhang Thang sag pa's 
reevaluation of Buddhapālita's statement of 
consequence (prasaṅga)"において論じた。 
②11～12 世紀のチベット仏教後伝期の諸事
情、とくに周辺地域との交流による仏教の導
入と当時のインド・チベットの仏教僧院の学
問体系、教育カリキュラムなどについて、翻
訳された文献や歴史資料から、次のことが推
測される。チベットの僧院がモデルとしたイ
ンドの僧院は、カシミール、ネパール、東イ
ンドの僧院であった。そこでの学問体系は、
すでに学派の区別を越え、論理学を基礎とし
て中観、唯識、密教などの大乗仏教を総合的
に学ぶシステムであり、チベットは個々の文
献のみならず、こうした生きたシステムと伝
統をそのまま輸入した。今日に続くチベット
仏教教学の基盤はそれによって構築された
のである。今後カダム派文献の解読により、
この時代の仏教の伝承と教学形成の具体像
が明らかになると期待される。この考察と展
望について、下記図書 1) 『西蔵仏教宗義研
究』第九巻、トゥカン『一切宗義』「カダム
派の章」の序論「カダム派の時代」で論じた。 
 
(3）『明句論』第 1 章におけるチャンドラキー
ルティによる論理学批判の分析。 
①チャンドラキールティによる論理学批判
の基本的立場を示す「中観派には自らの学説
を論証するための主張命題はない」という言
明について、その意図を分析すると、彼が必
ずしも｢主張命題」を提示することそのもの
を拒否しているわけではないことが明らか
になった。彼は『明句論』によって註釈する
ナーガールジュナ(2 世紀)の『中論』第 1 章
第 1 偈の四句不生の言明を「主張命題」と呼
び、それは他者に不生の真実を知らしめる意
図でナーガールジュナが確定し、提示したも
のである、と解釈する。この手続きは、論理
学者ディグナーガが｢他者のための推論」で
用いる規則と等しい。ただ、中観派は実在論
者である対論者と共通認識を持ち得ないた
めに、対論者が立てる主題を仮に認めて論理
を展開するので、｢中観は自らが認める主張
命題」はないとするのである。 
②チャンドラキールティは中観派が用いる
べき正しい論証方法は帰謬論証である、と考
えるが、その帰謬論証の方法は、ディグナー
ガがその主著『集量論』で説くものと一致す
る。この点でも、チャンドラキールティはデ
ィグナーガ論理学を一部批判するとはいえ、
その規則に従いながら中観派にとって有効
な論証方法を構築しようとしていたと言え
る。これは従来の学界の常識をくつがえすも
のであり、新しい見解である。 
研究代表者は上記①②の論点を、下記論文
1) 「チャンドラキールティの論理学」、学会
発表 1)（同題）、2) "The logical value of the 
thesis (pratijñā) in Candrakīrti's Madhyamaka 
thought"で論じた。 
 
(4）シャン・タンサクパによる(3)の解釈。 
①シャンは『明句論』における「中観派には
自らの学説を証明する主張命題はない」とい
う言明を、｢仏教論理学派の定義に従った主
張命題はない」という意味であると解釈した。
すなわち「自ら承認した、実在を証明するた
めの主張命題」はないというのである。一方、
仮に立てられた主張命題を用いることは承
認している。また、中観派の用いる主張命題
はすべて否定命題であるが、シャン独自の
「否定」の解釈として、否定対象は本来存在
しないので、否定という事実、あるいは何か
の無という属性も認められないので、「中観
派は否定すらも否定する」という見解を提示
する。これは後代「離辺中観説」と呼ばれる
学説の根本理解である。このシャンの思想解
明は、下記論文 2) “Źaṅ Thaṅ sag pa on theses 
(dam bca', pratijñā) in Madhyamaka thought”、
学会発表 3)（同題）で行なった。 
②シャンの帰謬論証理解はチャンドラキー
ルティにものと比較すると、はるかに発展し
たものである。それはダルマキールティ以降
の仏教論理学の形式を踏襲し、新しい形とな
っている。大きな相違は、チャンドラキール
ティは問題としなかった帰謬論証の論理的
遍充をシャンは問題とし、その遍充を証明す
るためのさらなる論証を求めた、という点で
ある。これは上記(2)①で述べた時代の要請に
よるものであろう。この問題は下記論文 6) 
"Zhang Thang sag pa's reevaluation of 
Buddhapālita's statement of consequence 
(prasaṅga)"において論じた。 
 
(5) 中観派が受容したインド仏教論理学の
哲学的枠組みの解明。 
インド仏教論理学は、単なる形式論理学では
なく、その役割は仏教の教義を証明すること
にある。従って存在論、因果論などの仏教哲
学を基盤としている。その枠組みの解明のた
めに次の 2点に着目した。 
①瑜伽行派の基本典籍のひとつである『解深
密経』第 10 章には「無常、無我、苦」とい
う仏教の根本教義を証明する推論が述べら
れている。それはディグナーガ以前の初期の
論理学の形を示すものであり、インド論理学
史を知る上でも重要であるが、難解なためこ
れまで明らかにされてはこなかった。研究代
表者は、下記論文 3) “The Logic of the 
Saṃdhinirmocanasūtra: Establishing Right 
Reasoning Based on Similarity (sārūpya) and 
Dissimilarity (vairūpya)”においてその解明を
試み、後代の論理的遍充関係にもとづく推論
とは異なり、多くのものについての｢類似性」
「非類似性」を根拠として行なわれる推論の
方法を明らかにした。 
②①より発展した論理学が経量部とよばれ
るヴァスバンドゥ（4 世紀)、ディグナーガ、
ダルマキールティによって体系づけられた
が、その経量部の根本学説である一切法無常
の証明に用いられる論拠「恒常なものは効果
的作用の能力がないがゆえに存在しない」と
いう考えはいかなる哲学的理論に基づくの
か、解明が待たれていた。研究代表者はこの
問題を精査し、下記論文 10) “Causal efficacy 
and spatiotemporal restriction: An analytical 
study of the Sautrāntika philosophy”において
次のことを明らかにした。経量部の理論によ
れば、｢存在」とは必ずある時ある場所に限
定されているものである。こうした「存在」
を生み出すものはそれ自身がある時、ある場
所に限定されて存在しなくてはならない。と
ころが恒常なものは時間的場所的制約を受
けないので、新たな存在を生み出す原因には
ならないのである。これは仏教の基本的な因
果論でもあり、存在論でもあり、きわめて重
要な考え方である。 
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